




A Methodology for a Contrastive Study in Japanese and Chinese(2) 
:“gei・Ｎ＋Ｖ”Forms in Chinese and Their Corresponding Causative and
Benefactive Expressions in Japanese（Part2） 








1.  使役     causative 
2.  受益       benefit 
3.  多義性    polysemy 
4.  連続性   continuity  





  1.1 “给・Ｎ＋Ｖ”と「Ｎ・ニ Ｖ(サ)セル」 
  1.2 日本語の複他動詞、使役形 
２ 使役を表わす“给・Ｎ＋Ｖ”表現 
  2.1 他動詞を用いた“给・Ｎ＋Ｖ”表現 
  2.2  自動詞を用いた“给・Ｎ＋Ｖ”表現 
３ 使役を表わす“给・Ｎ＋Ｖ”表現と受益 
  3.1 “给・Ｎ＋Ｖ”と「Ｎ・ニ Ｖ(サ)セル」、「テアゲル／テクレル」 
  3.2 日本語使役表現と「テアゲル／テクレル」 
  3.3 “给・Ｎ＋Ｖ”形式の使役表現に含意される受益 
    3.4 「Ｎ・ニ Ｖ(サ)セテアゲル／テクレル」に対応する中国語の表現形式 
４ “给・Ｎ＋Ｖ”表現と使役、受益 
  4.1 “给・Ｎ＋Ｖ”表現の多義性 
    4.2 「Ｎ・ノタメニ／ニカワッテ Ｖする」 
    4.3  「Ｎ・ニ Ｖテアゲル／テクレル」 






































































































































































(40)  他想去，我让他去了。 

















まる。一方、竹島 2012:90-91 は 
 
























































 ところで、王燕 2003:120-121 には、 
 
















能であるとしている。また、木村 2000ａ:32 は、 
 































































































ながるものである。三宅 2007:345-346 は、 
 
(50) 我叫他来。(私は彼を来させる。) 
















































太田 1956、木村 2012 における以下のような記述に
よっても理解できよう。太田 1956:189 は、 
 












 (木村 2012:228) 




























































































































木 1994:315 が 
 






















 ところで、太田 1956:189 には 
 





























































































































































































































































意味分類については、さらに馮寶珠 1995:67-68 を参照。 
27）村木は、使役者、被使役者がともに意志性を欠く場合は
「なりゆき」を表わすとしている。これらの点については、


























































































































琪 1994、同 2005:103-106、木村 2000ｂ、同 2012:229、
231-232 を参照。 
42) この点については、望月1994:38、盧濤2000:175を参照。 




















いては、中川 1997:30、34、成戸 2009:10 を参照。 




45) 木村 2000ａ:28 は、中国語の使役文と受身文の曖昧性に
ついての記述の中で、曖昧性が生じるのはプロトタイプ
ではなく、周辺的な構造においてのことであるとしてい















相原茂 1980．「‘给 gěi’について」，『中国語』1980 年 8 月号， 
大修館書店，22-25 頁。 
荒川清秀 1985.「動詞(4)[動詞とその相手]」，『中国語』1985 
年 10 月号，大修館書店，14-16 頁。 
泉敏弘 1985．「北方『给』使役・被動用法の来源」，『中国語 
学』第 232 号，中国語学会，33-43 頁。 
岩淵匡 1972．「受身・可能・自発・尊敬の助動詞」，『品詞別 日 
本文法講座 8 助動詞Ⅱ』，明治書院，133-166 頁。 
王燕 2003．「『～(さ)せてやる/くれる/もらう』について-中 
国語話者を対象とする日本語教育の立場から-」，『日中言 





50 号，日本語教育学会，118-124 頁。 





法講座 6 時代と文法-現代語』，明治書院，232-251 頁。 
木村英樹 2000ａ．「中国語ヴォイスの構造化とカテゴリ化」， 
『中国語学』第 247 号，日本中国語学会，19-39 頁。 
木村英樹 2000ｂ．「“给”が使えない『ために』」，『中国語』 
2000 年 10 月号，内山書店，32 頁。 
木村英樹 2004．「授与から受動への文法化-北京語授与動詞 

























































186 号，國語學會，1-14 頁。 
村木新次郎 1989．「ヴォイス」，北原保雄編集『講座 日本語 














くれる』との比較を中心に-」，『教養研究』第 1巻第 1号， 
九州国際大学教養学会，21-42 頁。 
楊凱栄 2009．「中日受益表現と所有構造の対照研究」，『日中 
言語研究と日本語教育』第 2号，好文出版，1-12 頁。 
頼明(らいあきら)1993．「≪儒林外史≫における“动词＋到” 
























Shibatani, Masayoshi. 1996. Applicatives and Binefactives:A 
  Cognitive Account. In Masayoshi Shibatani and Sandra A.  
Thompson, Grammatical Constructions:Their Form and Meaning. 
Oxford University Press. 157-194. 
- 39 -







（原稿受理年月日 2016 年 7 月 14 日） 
 
- 40 -
